
岐阜県家庭教育学級実践事例 

 

学 校 名 等 大野町立中小学校 

実 施 日 時 令和７年１１月２９日（土） 

会 場 大野町立中小学校 体育館 

参 加 人 数 小学校１年生の全児童・保護者 ２７組 

学習課題（分野） 親子サイエンスショー・だっこ読書・親子作品三角定規で絵を描こう 

（家族の大切さ・基本的な生活習慣） 

運営者の願い 
 家庭教育学級で大切とされる親子の絆づくりを目標とし、親子の距離

を見つめ直して、親子で共に学び合い健やかに成長する学習の場を目

指します。 

学 習 の 内 容 

 ○親子サイエンスショー 
＜ 取組の様子＞  

 中小フォーラムにおいてサイエンスものづくり

塾エジソンの会より講師をお招きし、前半は体

験型サイエンスショー「科学マジックの不思議

な世界」を見せていただき、後半はものづくり

ワークショップ「スーパーボールでストロージャ

ンプ」を親子で制作した。 

 ショーの間、講師の方からやってみたい人と

声を掛けられると、こどもたちは「やってみた

い！やってみたい！」と手を高く上げ、とても興味

津々の様子だった。親子も先生方も皆が笑顔

になる和やかで楽しい時間となった。 

＜子どもの感想＞ 
・ 自分でおもちゃをつくって楽しかったです。 

・ 色んなことでどきどきわくわくしながら学べてとても面白かったです。 

・ 火をつけて紙コップがポンッ！と飛んだのが面白かったです。 

＜保護者の感想＞ 
・ 家でも話題にするほど興味を持ってくれて嬉しかったです。 

・ こどもたちの反応もとてもかわいらしくて、学校での様子が知れて嬉しいイベントで

した。 

・ こどもたちは目をキラキラ輝かせて夢中になっており、大人もこどもに戻ったように

楽しめました。 

・  

○だっこ読書 

 在宅取組型。どんな本を読んだのか触れ合いながら一緒に読書をし、期間終了後に

感想を提出していただきました。 

 こどもからは「うれしかった」「もっと読んでほしい」保護者からは「癒やしの時間にな

った」といった感想をいただきました。 

 

○親子作品 三角定規で絵を描こう  

 在宅取組型。２年生以降で使用する三角定規セットを配布し、親子でふれあいながら

作品を作りました。 

こどもたちの豊かな発想が表れた魅力的な作品は授業参観に合わせ、教室に展示

しました。 

 

令和７年度 

中小学校 

家庭教育学級 

 【年間テーマ】 

「家族の輪～笑顔いっ

ぱい咲かせよう～」 

テーマに沿った学級を行

うことができた。 

 わが家の手作り夏休み

などでは、自分たちで内容

を考え、家族で共有し、実

際にやってみるという、ワー

クフローを学ぶことができ

た。 

体験活動参加型・在宅取組型（小学校） 


